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6.2 侵食に対する強化工法の選定手順

河川堤防の侵食に対する強化工法の選定の一般的な手順を右図に示す。

工法の選定にあたっては、安全性の照査結果を十分に勘案するとともに、河川環境等を考慮して適切な

工法を選定する。

＜侵食に対する強化工法の検討手順＞

①安全性照査結果の整理

「4．侵食に対する安全性照査結果の整理」を参照。

②強化工法の選定

強化メニュー案の中から適切な工法、工種を選定し、工法、工種毎に適切な手法を用いて安全性を

照査し、所要の安全性が確保できていることを確認する。その上で強化工法を絞り込み、総合的な判

断を加えて強化工法を決定する。

ここでは “①安全性照査結果の整理”において整理した項目について、適用できる強化工法を例示、

する。個々の具体的な工法選定については詳細設計時に行うものとする。

侵食対策における一次選定フロー

安全性照査結果の整理

既設護岸なし（部分的にありを含む）

堤防表のり面と
のり尻の直接侵食

主流路（低水路など）
からの側方侵食

既設護岸あり

のり覆工の
安定性不足

基礎工の
安定性不足

強化工法の選定

耐力の強化、耐力の
確実性の向上

強化工法、工種の選定

安全性照査（工法、工種に応じた照査）

総合判断（比較検討、絞込み等）

照査結果と河道状況に応じて強化メニューを選定




